パワー・ハラスメントのない風通しのよい職場にしよう











○校長が職員に対し「馬鹿」、「しゃべるな」など侮辱するような発言や、仕事上のミスに対し反省させる文書を提出させ、繰り返し訂正させるなど精神的苦痛を与えた。（減給１ヶ月）
●職員の事務処理が進まず、その理由を聞いても言い訳などが繰り返されたことから、だんだんと我慢ができなくなり、感情的になってしまった。　
○業務に対する姿勢が改善されないことから、指導に当たり不適切な言動を断続的にに行うとともに、指導の一環として退職願の提出を求め、職員から日付けの入っていない退職願を受け取った。（減給１ヶ月）
●退職させる意図はなかったが、自分には後がない、仕事をしなければならないという危機感を持たせたかった。
過去の処分事例から













○：事故の概要、●：当時の認識・状況

パワ－・ハラスメントはこれを行っている職員に自分がパワー・ハラスメントをしているという自覚がない場合があるので特に管理職は気をつける。
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失敗に対して指導レベルを超えた叱責・執拗な非難をしていないか？
部下職員の意見が気に入らない時に威圧的な態度・行為をしていないか？
明らかに実現不可能・無駄な業務を強要していないか？
仕事が出来ないと決めつけ説明もなく役職に見合った業務を与えないことはないか？
私事を命ずるなど仕事以外の事柄を強要していないか？
今すぐチェックしよう！
一つでも「している・したことがある」人は、自らを守るためにも今すぐ、行動をあらためよう！
パワー・ハラスメント根絶のための３つの心得
◎感情にまかせた言動はパワハラになり得るという認識を持とう！
◎特に管理職員は職員とコミュニケーションを図り性格や人間関係の把握に努めよう！
◎何でも相談でき、お互いが声をかけ合える職場にしよう！


Ｈ２６～Ｈ３０
わいせつ行為等の相手の属性（全国）


